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「文明の十字路」と呼ばれ、古代から交易の中継点として栄えた

アフガニスタン紹介

アフガン寺子屋プロジェクト代表

アフガニスタン Afghanistan は中央アジアに位置し
ユーラシア大陸の東西交通路とインドを結ぶ「文明の十字路」と呼
ばれました
しかしソ連の侵攻、その後続いた内戦、２００１．９．１１同時多
発テロの後行われた
アフガン空爆、タリバン政権の崩壊、そして新政権の誕生と、激動
の歴史を歩んでいます
国名 ／首都 アフガニスタン・イスラム共和国 ／カブール
人口 2,982 万人（2012 年、世界銀行）
国土面積 65.2 万キロメートル　（日本の１．７倍）
言語ダリ語、パシュトゥー語
平均寿命 60歳　（2012 年、ユニセフ）
乳幼児死亡率（1歳未満） 11.1％ （2012 年、ユニセフ）
幼児死亡率（5歳未満） 9.9％ （2012 年、ユニセフ )
経済状況 一人当たり名目 GDP 687 ドル（2012 年、世界銀行）
　　　　 消費者物価上昇率（インフレ率） 3.7 %（2012 年、世界銀行 )
教育状況成人識字率 36％ （2012 年、アフガニスタン教育省）
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アフガニスタン人の王朝が成立

イギリスとロシアがアフガニスタンの利権をめぐって２度の戦争後、イギリスが支配

クーデターが起こり共和制に。その後再び共産主義政党によるクーデターが発生

ソ連がアフガニスタンに侵攻（革命を救うとの理由で）

ソ連が反ソ派のムジャヒディン（イスラム聖戦士）を攻撃する一方、

アメリカがこれを支援するなど、「米ソ連代理戦争」へと発展

ソ連撤退　激しい内戦は続き、多くの人々が難民となり、パキスタンなど近隣国へ

こうした中、タリバンが急速に勢力を拡大

タリバン政権が発足

アメリカで同時多発テロが発生 これを実行したとされる国際テロ組織

アル・カーイダをタリバン政権が援護しているとして

アメリカ主導によるアフガン空爆の開始

タリバン政権の崩壊

軍事作戦と同時に、政権崩壊後の暫定政権樹立に向け調整

「ボン合意」が成立。カルザイ議長を中心とする暫定行政機構の発足

憲法制定ロヤ・ジルガ（国民大会議）により新憲法を採択

史上初の大統領選挙が行われ、カルザイ氏が大統領に

しかしアフガンの治安は再び悪化し、

タリバンなど反政府武装勢力、アフガン国軍、多国籍軍の戦闘は激しさを増す

多国籍軍からアフガニスタン側への治安権限完全委譲が予定されており、

多国籍軍の撤退が進められる中で、その後のさらなる治安悪化も懸念されている


